
  

ＮＳＴミニレクチャー第１８回

月に
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1. 

 ビタミンＤは油に溶ける脂溶性ビタミンの

体内で

2. 

 骨を強くするためにはカルシウムの補給が必須ですが、

ビタミンＤを同時に摂ることでカルシウムの吸収率を高め、骨形成を促進することができます。

またビタミンＤはカルシウムの排泄や破骨細胞の働きを抑制することにより、骨量の減少を

3. 

 高齢者の筋力と筋量が減少した状態をサルコペニア

リスク

 筋肉の量を増やすためには適切な運動と栄養が必要ですが、この栄養がタンパク質（アミノ酸）とビタミンＤ

ということになります。骨格筋の表面にはビタミンＤ専用のレセプターがあり、血中のビタミンＤを取り込むことで

筋の収縮力を増強したり、筋肉を合成したりしています。

4. 

 血中のビタミンＤが少ない

ふらついたりする回数が多いという報告があります。これはビタミンＤが筋肉の合成だけでなく、「

役割も持っているためと考えられます。

豊富に含まれていますので、リハビリをされている方、転倒リスクの高い方には積極的に活用いただければと

思います。

病院祭の様子
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栄養管理室は

40 人以上の方に栄養相談にお越し頂きました。

今後も患者さんと地域の皆様に

貢献していきたいと思います。
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栄養管理室は非常食の展示と栄養相談を行い、
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